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第１章　はじめに
　ソルフェージュとは音楽の学習において楽譜を読むことを中心とした基
礎訓練のことであり、音楽理論を実際の音に結びつける訓練を指す。
　音楽性の豊かな演奏ができるのは、巨匠や一流の演奏家に限ったことで
なく音楽を始めたばかりの学生達にも音を楽しむ気持ちはあるのでそれを
引き出してくる指導があればできるのです。心の中から出る感情や、イ
メージを音に託して表すということでその人なりに音楽性の溢れた演奏に
なる。
　ソルフェージュは音楽の基礎全般にわたる教育です。実技導入時に、音
楽的で、感覚・感性・イメージを持つ事に配慮した楽しいソルフェージュ
から始められる学生達は音楽と非常に良い出会いができると考えられる。
　学生達がピアノを弾きながら、いつも頭の中でいっしょに歌って、音の
響きや流れを感じている良い習慣をつけるということは音楽教育の原点で
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あり、多くの人は楽器を単に弾くものと思っているようですが大変な誤解
である。楽器という媒体を通して歌を感じる。楽器がなんであろうと楽器
に歌わせて、弾く人の心の中から涌き上がるイメージを表現する。ピアノ
実技のレッスンでもソルフェージュ的要素を踏まえ能率のよい導入ができ
るよう研究する事とした。
第２章　読譜に関して　
　声を出して歌うことが歌を感じさせ歌う心を育てる。楽器を演奏する時
も、合唱・合奏の時も、あらゆる形で音楽を演じるにあたって絶対に忘れ
てはいけないのが「歌」「歌の心」である。難易度に関係なく音楽を演奏
する事は歌うということなのである。音楽を続けていくには、ソルフェー
ジュであろうと実技であろうと、最初から歌うことを中心に扱っていくこ
とが、後々まで役立つし大切であると考えられる。歌うためには、何といっ
ても正しい音程がとれるようにする、という基本を身につけなければいけ
ない。正確な音程で歌えるようになったそのときに初めて、歌うというや
り方が音楽を感じる一手段として本格的に使えるようになる。歌う心を養
うには非常に大切な能力である。
　基礎のしっかりしない読譜をしている学生ほど進度が遅れている。間違
え方をみていると
①拍を感じていないので、難しい部分、弾きにくい部分を勝手に遅くし
て自分のテンポで弾いてしまう。
②楽譜で同時に音を弾く箇所で単位の倍、または半分の単位で間違って
弾いてしまう。
③同じ音が数小節繰り返される場合、拍数を間違えて弾いてしまう。
　ピアノ授業では最初から、指がよく動くようにするとか、しっかりした
きれいな音を出すという点に重心が偏ってしまいがちだが同じレヴェルで
読譜力をつけるための指導が必要でありまた重要である。
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　楽器が無くても、楽譜を見ただけで音楽が構成できる、感じられる、と
いう域まで高めなければいけない。楽譜から曲の性格、テンポ、調、拍子、
強弱、フレーズ、音のニュアンス、流れ、ハーモニー等を総合的に感じ取
る能力、更に弾いて表現する能力を育てるのが読譜の大切な役割である。
　読譜に関する手順としては
　①楽譜に丁寧に目を通す。
最初に五線に入る前に速度に関する楽語やテンポ表示を確認する。
五線に入って音部記号、調号、拍子記号、強弱、フレーズ等を頭に入
れる。
　②拍を感じさせテンポを決める。
　③拍子を考える。
　④楽譜を読み出す前の空振りをする。
　⑤音符を読む時に一拍先に眼がいくように訓練する。
　⑥大譜表の場合はヘ音記号からト音記号へ読むように訓練する。
　ピアノ実技を始める前に、質の高いソルフェージュで読譜がある程度で
きるようにさせておくことがピアノ初心者の導入時の無理な負担を軽減で
きる。
第３章　コールユーブンゲンの活用法
　歌う、声を出すことは音程を正確にとれるようになることが最初のポイ
ントになる。コールユーブンゲンを使うのは大学生ピアノ初心者導入のよ
うに短期間で音程を安定させなければならない時に練習を徹底させるには
優れた教科書であり、使い方によっては幅広い習得の可能性がある。
最初の音のピッチを正確に捉えさせる方法として
①まずピアノで最初の音（慣れてきたら和音）を与える。
②最初の音がいい加減な音にならないようにピアノで出されている音の
高さをきちんととって響かせ、実感させる。
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③もう一度ピアノで音を与え、それと一緒に音を出させてピタッと高さ
があっているかどうか自分の耳でよく聴いて確認させる。
④拍や拍子を感じさせると共に、心身をリラックスさせて問題を歌い始
めさせる。
声に出そうとする音の高さをイメージするために
①ちょうどおへその裏側にあたる背骨を、おへその方へ突き出させ、足
の親指に重心をおいた上で腹式呼吸をさせて、まず姿勢を整えて心身
をリラックスさせる。
②これから歌おうとする音の高さ（ドならド、レならレ）をしっかりイ
メージしながら歌う様に注意をする。
③ピアノで最初の音を与えてピッチが安定しているか確かめる。
④テンポを自分で決めて最初の部分を頭の中でメロディーを鳴らして実
際に歌い始める。
譜例１　№24−a
　二小節単位になっている最初の音と最後の音がずれる学生達が多く見ら
れるが、音の高さをイメージしたり聴いたりする習慣がなく勘で歌ってい
るのが原因で起こる。ドの高さのイメージをしっかり持たせ、レ、ミ、ファ
の音程が悪いようならばその都度矯正をしっかりやる。歌っている間も頭
の中に残しておいて最後のドを歌うようにとアドバイスする。二小節単位
で練習していくとかなり短期間で音程がしっかりしてくる。
譜例２　№24−a
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　次にこの課題のファに♯を加えて、音程の基本的な練習をする。ファを
使った時の印象とファ♯との違いが、非常にはっきり実感できるようにな
る。他にもcis, gis, es, as等、長二度、短二度、増二度、完全四度の響きや
違いに敏感になり、新曲や聴音の時に的確につかめるようになる。
第４章　バイエルと並行して
　ピアノの基礎を学ぶ教則本としてバイエルがありますが、児童教育ピア
ノ実技（基礎）の授業で使用している。初心者導入の効率のよい使用法と
してソルフェージュと並行しながら学ぶと進度もはやく能率もよくなる。
何曲か例をあげて解説する。
譜例１
 
　４拍子の説明（強拍、弱拍）の後、４拍子を指揮しながら左手部分を歌
いながら振れるようにする。左手の伴奏部分が、各小節の２拍めと４拍め
のG音が強すぎないようにリズムと並行して練習する。１小節〜８小節、
17小節〜24小節めをA、9小節〜16小節めをBとし17番ではAが２つある
ことを理解させ３部形式について説明する。
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譜例２
 
　４分の３拍子を４拍子で弾いてしまう学生が多く見られるが３拍子の説
明（強拍、弱拍）の後、３拍子を指揮しながら右手部分（オクターブ下げ
て）を歌いながら振れるようにする。左手で３拍子を指揮しながら右手の
練習をする。バイエルは属七の和音（ソファ）という形で出しているので
和音の説明をする。理解した後、左手を三和音で弾きながら右手も加える。
譜例３
 
　左手属七の分散和音（シソレソ）がレ音を４の指で弾くことが多いので
３の指で弾く部分練習をする。８小節め左手の休符を見落とす事が多いの
で休符の長さ、種類をしっかり覚える。１かっこ２かっこの繰り返し記号
が使われているので弾く順序通り指で楽譜をなぞらせて確認する。
譜例４
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 　付点４分音符の長さは、４分音符と８分音符をたした長さであること
と、４分音符と８分音符をタイでつなぐと同じ長さになることを教えた後、
付点音符の付点について説明する。付点音符の付点は、その音符の二分の
一拍にあたることをよく理解させる。
譜例５
　８分の３拍子は音符の単位が異なり、８分音符を一拍に数えることを理
解させる。１小節めの右手の８分音符にアクセントが付きやすく、右手に
かかっている４小節毎のスラーは１小節ごとに弾かれがちなので気をつけ
る。
 　拍子によって音符の単位の数え方の違いを理解させる。
譜例６
　右手のスラーと左手のレガートに気をつけさせる。
9〜10小節めは、クレシェンドとデクレシェンドの付け方を指導する。
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 　最終小節の左手は、弾かせる前に階名で読ませ、１かっこ２かっこの音
符が鍵盤上、同じ位置であることを理解させる。
譜例７
　左手の位置が少しずつ移動するのでへ音記号の音符の位置を確認させて
読み間違いをなくす。全体を通して右手の16分音符が滑りやすいので部分
練習をする。14小節めの左手はH音をA音に弾き間違えやすいので注意す
る。13〜14小節めにある音階は旋律短音階のため上行と下行とで臨時記号
を確認し、音階の違いを確認させる。
　８小節めにあるmarcatoや最後の小節の右手、左手の弾き方は模範演奏
するのも一つの手段である。
譜例８
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　16分休符、16分音符のリズムや弾くタイミングをつかめるように繰り返
し練習させる。
のように16分休符を音符にかえて練習するとタイミングがうまく弾きやす
くなる。
譜例9
　付点のリズムの16分音符が極端に短くならないように、またアクセント
が付かないように弾かせる。 のリズムは や などのよ
うに誤って弾く場合があるので注意する。
第５章　まとめ
　一般的なソルフェージュの練習の方法は実技のレッスンと遊離して考え
独立したジャンルで扱われている。ピアノなどの実技のレッスンは主にテ
クニックを扱う場で、楽譜の読みはソルフェージュの範囲で、ピアノを教
える時は詳しく扱わないというように区分けされている。実技の際、ソル
フェージュのレッスンを受けている学生達には実技とドッキングさせて活
用すれば一層の能力を引き出せる。ピアノの演奏というと、楽譜どおりに
正確に最後まで間違えずに演奏、歌えることで主にテクニックを指す。こ
れは演奏の途中の段階であって次の表現をすることが非常に大切である。
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　その為にはソルフェージュ、ピアノ実技を問わず次の三点が重要です。
１.演奏する曲の性格・雰囲気に自分のイメージを持つ
２.イメージにそって気持ちを込めて演奏する。
３.演奏の前に「聴く」という意識を呼び覚まし、歌ったり奏でたりし
　ている音楽をリアルタイムで、積極的に自分の耳で注意深く聴いて
　表現しながら最後まで続ける。
　演奏をする時には学生達が無意識で曲のイメージ、響きなどを感じ取れ
るとともに、余韻まで聴き続けられる自立した鋭敏な耳が養われ、自然な
演奏の入りが決まり、最後まで演奏を表現しながら楽しめるようになれる
まで基礎力を身につけたい。ソルフェージュ、ピアノ導入を別々に学ぶの
ではなく関連づけ能率の良い音楽の基礎力を身につけられるように今後も
研究していきたい。
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